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Windows 7/10

16MB以上

650mA

W22.5×H85×D96.4mm

形 　 　 　 　 式
低　温　用 中 高 温 用 2　色　形
IR-FACR IR-FAI IR-FAS IR-FAQI IR-FAQS IR-FAQH

測 定 方 式 単色形 単色形 2色形
検 出 素 子 冷却形PbS lnGaAs Si lnGaAs/lnGaAs Si/Si Si/InGaAs
測 定 波 長 2.0μm 1.55μm 0.9μm 1.35／1.55μm 0.85／1.00μm 0.9／1.55μm
精 度 定 格

（　 　 　 　 ）
70℃以上300℃未満：±4℃
300℃以上500℃未満：±5℃
500℃以上：測定値の±1.0%

1000℃未満：±5℃
1000℃以上1500℃未満：測定値の±0.5%
1500℃以上2000℃未満：測定値の±1.0%
2000℃以上：測定値の±2%

　 再 現 性＊1 2℃以内 0.2℃以内
温 度 ド リ フ ト 0.2℃／℃ 0.1℃／℃または測定値の0.015％／℃のどちらか大きい値 0.2℃／℃または測定値の0.02％／℃のどちらか大きい値

　 分 解 能＊1 70℃以上100℃未満：約3℃、
100℃以上200℃未満：約2℃、200℃以上：約0.5℃

0.5℃ 1.0℃

応 答 時 間 20ms 10ms 40ms
放 射 率（比）補 正 放射率設定値：1.999～0.050＊4    ただし、測定範囲の下限付近

では補正の有効範囲が狭くなります。
放射率設定値：1.999～0.050 放射率比設定値：1.999～0.050

信 号 変 調 DELAY：平均値のトレース（スムージング）（変調度：0.0～99.9s、0.1sステップ任意設定）、変調度0＝REAL
P E A K：最高値のトレース（変調度：0、2、5、10℃/s　選択設定）、変調度0＝ピークホールド

表 示 方 式 LCD　4桁（温度表示部、パラメータ表示部）
ア ナ ロ グ 出 力 4～20mA DC　アイソレート出力（負荷抵抗500Ω以下）

精 度 定 格：出力範囲の±0.2%
出 力 分 解 能：出力範囲の0.04%（IR-FAC）、出力範囲の0.01%（IR-FAC以外）
出カスケーリング：測定温度範囲内で任意に設定可能
模 擬 出 力：アナログ出力の0～100％の範囲内で任意に設定可能

接 点 出 力 2点、上限･下限･上上限･下下限警報、エラー信号から選択
フォトカプラ30V DC、最大50mA

1点、上限（下限）警報またはエラー信号。フォトカプラ30V DC、最大50mA

接 点 入 力 1点、ピークホールドリセットまたはサンプルホールド。ドライ接点またはオープンコレクタ
操 作 キ ー に よ る
設 定 パ ラ メ ー タ

オペレータモード：放射率、信号変調、警報、自動放射率演算の基準温度入力などの設定
エンジニアリングモード： 出力スケーリング、ゼロ･スパン、自動放射率演算の有無、出力補正などの設定

オプション機能の設定

オペレータモード：放射率比、信号変調、警報、自動放射率演算の基準温度入力などの設定
エンジニアリングモード：出力スケーリング、ゼロ･スパン、自動放射率比演算の有無、出力補正などの設定、オプション
機能の設定

演 算 機 能 ゼロ・スパン調整。自動放射率演算＊2。出力補正 ゼロ・スパン調整。自動放射率比演算＊2。出力補正
オ
プ
シ
ョ
ン

レ ー ザ 投 光 機 能＊３ 半導体レーザ投光器内蔵。レーザ光は1mW以下（645nm）クラス2。（高感度形はレーザ投光内蔵は不可）
ア ナ ロ グ 入 力 入力信号：4～20mA DC

放射率の遠隔設定または自動放射率演算の基準温度入力設定を選択
入力信号：4～20mA DC
放射率比の遠隔設定または自動放射率比演算の基準温度入力設定を選択

通信インターフェイス RS-485　　測定データ（少数点以下1桁）の送信、各設定のパラメータの送信および受信
使 用 温 度 範 囲 5～40℃ 0～50℃
定 格 電 源 24V DC（許容電圧変動範囲：22～28V DC）
消 費 電 力 最大15VA 最大3VA
接 続 方 法 クランプ式ネジなし端子接続
取 付 方 法 DINレール取付または壁取付
外 形 寸 法、質 量 W140×H110×D65mm　約1.0kg（本体部のみ） W90×H90×D60mm　約250g（本体部のみ）

ただし、ε≒1.0
基 準 動 作 条 件
において

＊1）JIS C 1612放射温度計の性能試験方法通則による表記。
＊2） キー設定またはオプションのアナログ入力で基準入力温度をインプッ

トし自動的に放射率（比）を演算します。
＊3） 低温用ＩＲ-ＦＡＣＲでは、集光部形式ＩＲ-ＦＬ１、ＩＲ-ＦＬ２、ＩＲ-ＦＬ６、

ＩＲ-ＦＬ８と組み合わせの場合、レーザ投光機能は外部レーザ投光器
（ＩＲ-ＺＦＸ１６）との組み合わせを推奨します。

＊4） 測定範囲 測定温度 補正有効範囲
 70～250℃  70℃以上 80℃未満 1.0～0.8

 80℃以上 90℃未満 1.0～0.6
 90℃以上100℃未満 1.0～0.4

100～300℃ 100℃以上150℃未満 1.0～0.4
150～500℃ 150℃以上200℃未満
250～800℃ 250℃以上300℃未満
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